北部イランの鉄器時代編年の問題について：タッペ・ジャラリィエ遺跡の成果から by 足立 拓朗






























り、最上層の I 層から幅約 2.5m の大型の壁が検出さ












1950 ～ 1970 年代に実施されており、大部の報告
書が刊行されている（江上編 1965; 江上・深井・増
田編 1966; 曽野・深井編 1968; 深井・池田編 1971; 
深井・松谷編 1982）。また調査成果による土器の編






























られる（Dyson 1965, 1989; Haerinck 1988; Institut 
Français de Recherche en Iran 2001; Levine 1987; 








れ、鉄器時代の時代区分は、鉄器時代 I 期（V 層：前
1450-1250 年 ）、II 期（IVC 層： 前 1250-1100 年、
IVB 層： 前 1100-800 年、IVA 層： 前 800-750 年 ）、
III 期（IIIB 層：前 750-600 年）、メディア・アケメ




1500/1400-1000 年 ）、II 期（ 前 1000-800 年 ）、III














































































図 2　タッペ・ジャラリイェ遺跡出土の三角形口縁鉢 : Layer II: 1-10 (1- 3: Ohtsu et al 2004a: Fig.147: 79- 81; 4- 10 































出している。ハーリンク鉄器時代 I 期は三宅 A 類、ハー









論じている（Adachi 2003; 足立 2002,2004)。拙稿
の分析結果ではバイメタル製品の使用される時期は前












図 3　ガレクティ遺跡出土の三角形口縁鉢 : 1- 3 (Egami 1965: Fig.51: 1-3), 4- 8 (Egami 1965: Fig.66: 10-14).
5準にして導きだしているが、ハサンル IV 層の年代（前
1250 ～ 750 年）に対応させて変更するべきである。
4.  「追葬」とジャラリィエ遺跡 II、III 層













  to 11th century B.C.)
Ghalekuti A:I-III,V-VIII,
               C-II,I-6(E)
Lameh Zamin 102,108,110
Iron Age IV 
(Achaemenian period)
Iron Age III
 (8-6th century B.C.)
Ghalekuti 
  A-V Upper layer,
  B-III,C-I








from the end of 
the Bronze Age 
to the Early Iron Age
Galekuti I
  : A-I,II,III,VII, VIII,
   C-I,II,IV,D-I,II,III,
   E-7,G-8,9,H-10,
Galekuti II
  : 1,4,
    7(C14:1000B.C.)
Egami (ed.) 1965, Egami, Fukai and masuda (eds.) 1966,





Ghalekuti I: B-III, I-T5,





  :the Early Iron Age
Ghalekuti II: 4
Miyake 1976
Group A: the Bronze Age
Lasulkan II,Va,Vb,V-3
Ghalekuti I
  : A-I-VIII, C-I,II,IV,
   D-I,2,E-6,7,G-8-10
Group B-II:Late Part of 
 the Early Iron Age
Lasulkan IV,IVb, Vb
Ghalekuti I: A-V,B-I,III,C-IU,











  : Late Partian Period
Noruzmahale A-I,II,B-I,II,
                      B-IV-VII,C-I,






 Ghalekuti I: A:I-VIII, B:I-III
    D1, D2, E6, E7, G8, 
    G9, (S10, S12) H10 
 Laslkan II, Va, Vb
Iron Age I-1
 Galekuti I: C:I-IV
Iron Age IV
  Galekuti I: G9, (S6, S7)
  Galekuti II: 2, 3, 5, 6
Arsacid period
  Hassani Mahare
  Noruz Mahare
Iron Age III
 Ghalekuti I:
  A-V Upper layer,
  B-III (surrounding),
  C-I (Layer I-III)
Iron Age II 
 Ghalekuti II: 4








銅剣の型式編年（Medvedskya 1982）や O.W. マス
カレラ氏のフィブラによるマルリーク遺跡の年代観

















リィエ遺跡 III 層が B-III 号墓や C-I 号墓上層と同じ土
器群を含んでいることであり、ハーリンク編年の鉄器




ガレクティ遺跡 B-III 号墓（江上 1955: 図版 66-12-
14）で出土している（図 3: 1-8）。この器形に特徴的
な水平把手やジグザグの刻文がジャラリィエ III 層（図








































立 2003b）。嘴形注口土器 IV 類はジャラリィエ遺跡
II 層で出土していることから、前８世紀以降という年
代、つまり鉄器時代 III 期（III 期については前８～６
世紀で研究者の意見は一致している）と年代付けるこ
とが可能である。
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リベ（教委 H8 ～ 10）等の鍛冶関連遺物の出土が挙
げられる。殊に鍛冶関連遺物については、16 世紀後
半の畠山家による金山開発の試みと併せて考えても興
味深い。
これまで七尾城は、能登国における中央集権化が発
達した象徴として現れてくる、行政・軍事・経済の一
大拠点であるという理解が歴史学的見地からなされて
きたが、考古学的見地からも、その裏付けが進んでい
ると言えよう。
編集後記
近年の発掘成果から見る中世七尾
城下町の様相
魚水 環
　『金大考古』72 号は、これまでよりずいぶん遅れて
の刊行となりました。また、第 37 回金沢大学考古学
大会を紹介するだけの内容となってしまいました。昨
年 11 月には、編集作業を引き継いでいたにもかかわ
らず、このような結果となってしまい、関係者に対し
て謹んでお詫び申し上げます。『金沢大学考古学研究
紀要』33 号に関する編集作業と重なり、本誌の編集
作業が後回しになったことが主な原因です。また、昨
年、ご送付いただいた原稿を『金沢大学考古学研究紀
要』34 号に掲載されるように調整したことが分量が
少なくなった理由となっています。
　これまでの経験をふまえて、より迅速にまた多くの
内容を掲載する『金大考古』を目指していく所存です。
今後とも、ご協力・ご指導を賜りますよう、お願い申
し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　（足立）
